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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物：
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【化１】

式中：
Ｒ1Aは、
　Ｃ1～6アルコキシ、Ｃ1～6アルキル、Ｃ2～6アルケニル、またはＣ2～6アルキニルであ
り、これらＣ1～6アルコキシ、Ｃ1～6アルキル、Ｃ2～6アルケニル、またはＣ2～6アルキ
ニルはＣ1～2アルキル、ハロ、ヒドロキシ、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2およびＣ1～2アルコ
キシから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよく、
　またはＨ、ハロ、またはシアノであるか、
　フェニルまたはＨｅｔ1であり、これらフェニルまたはＨｅｔ1は、Ｃ1～2アルキルおよ
びＣ1～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよく、
　またはＲ1AとＲ1Bは結合して以下から選択される構造フラグメントとなり、

【化２】

、
　　式中、波線はフェニル環との結合点であり；
　　Ａは、Ｏ、ＳまたはＮ（ＲA2）であり；
　　ＲA1は、Ｈ、Ｃ1～4アルキルまたはヒドロキシであり；
　　ＲA2は、ＨまたはＣ1～4アルキルであり；
　Ｒ1Bは、－ＮＲXＳ（Ｏ）2Ｒ

Y1、－Ｃ（Ｏ）ＮＲXＲY、Ｈ、ハロ、シアノ、－Ｃ1～4ア
ルキレン－ＣＮ、－Ｃ1～4アルキレン－ＯＨ、－ＮＲXＲX1、－Ｃ（Ｏ）ＯＲX、－Ｓ（Ｏ
）2ＮＲXＲY、－ＮＲXＣ（Ｏ）ＲY、－ＮＲX2Ｓ（Ｏ）2ＮＲXＲY、－ＮＲXＰ（Ｏ）ＲY1

ＲY2、－ＮＲXＣ（Ｏ）ＯＲY1またはハロ、ヒドロキシ、Ｃ1～2アルキルおよびＣ1～2ア
ルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよいＨｅｔ1であり；
　ＲXおよびＲX1は、独立して、Ｈ、またはハロ、ヒドロキシ、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2お
よびＣ1～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよいＣ1～6ア
ルキルであるか、またはＲXおよびＲX1は結合することで－Ｏ－もしくは－Ｎ（ＲX2）－
がＣ２とＣ３の間に割り込んでいるＣ3～6ｎ－アルキレンもしくはＣ4～5ｎ－アルキレン
であり、またはＲX1はハロ、ヒドロキシ、Ｃ1～2アルキルおよびＣ1～2アルコキシから選
択される１つ以上の置換基で置換されていてもよいＨｅｔ1であり；
　ＲY、ＲY1およびＲY2は、独立して、Ｃ1～6アルキル、Ｃ3～7シクロアルキル、フェニ
ル、ベンジル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2であり、これらＣ1～6アルキル、Ｃ3～7シクロアル
キル、フェニル、ベンジル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2は、Ｃ1～2アルキル、ハロ、ヒドロキ
シ、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2、Ｃ1～2アルコキシ、Ｃ（Ｏ）ＯＨ、Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ1～4

アルキル）および－Ｎ（Ｒa）（Ｒb）から選択される１つ以上の置換基で置換されていて
もよく、および／またはこのＨｅｔ2基は１つ以上のオキソ基で置換されており、
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　またはＲYは、Ｈであり、
　またはＲXおよびＲYは結合することで、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）n－もしくは－Ｎ（ＲX2）
－がＣ２とＣ３の間に割り込んでいるＣ3～6ｎ－アルキレンもしくはＣ4～5ｎ－アルキレ
ンであり；
　ＲaおよびＲbは、独立して、Ｈ、メチルもしくは－Ｃ（Ｒc）（Ｒd）－Ｃ1～3アルキル
であり、これら－Ｃ（Ｒc）（Ｒd）－Ｃ1～3アルキルのＣ1～3アルキル部分は１つ以上の
ヒドロキシ置換基で置換されていてもよく、
　またはＲaおよびＲbは結合することで、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）m－もしくは－Ｎ（ＲX2）
－がＣ２とＣ３の間に割り込んでいるＣ3～6ｎ－アルキレンもしくはＣ4～5ｎ－アルキレ
ンであり；
　ＲcおよびＲdは、独立して、Ｈまたはメチルであり；
　各ＲX2は、独立して、ＨまたはＣ1～4アルキルであり；
　Ｒ1CおよびＲ1Eは、独立して、Ｈ、ハロ、シアノまたはメチルであり；
但し、Ｒ1A、Ｒ1B、Ｒ1CおよびＲ1Eのうち少なくとも１つはＨ以外であり；
　Ｒ1Dは、トリメチルシリル、Ｃ2～7アルキル、Ｃ2～7アルケニル、Ｃ2～7アルキニル、
Ｃ3～7シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2であり、これらＣ2～7アルキル
、Ｃ2～7アルケニル、Ｃ2～7アルキニル、Ｃ3～7シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1ま
たはＨｅｔ2Ｃ2～7アルキル、Ｃ2～7アルケニル、Ｃ2～7アルキニル、Ｃ3～7シクロアル
キル、フェニル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2はＣ1～2アルキル、ハロ、シアノ、ヒドロキシ、
－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2およびＣ1～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換
されていてもよく；
　Ｒ2およびＲ3はそれらが結合しているＣ原子と結合することで、縮合フェニル環または
縮合ピリジル環を形成し、これら２つの環はＣ1～3アルキル、Ｃ1～3ハロアルキル、シア
ノおよびハロから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよく；
またはＲ2およびＲ3のうちの１つは、Ｈ、ハロ、シアノ、Ｃ1～3アルキルもしくはＣ1～3

ハロアルキルであり、他方は、独立して、ハロ、シアノ、Ｃ1～3アルキルもしくはＣ1～3

ハロアルキルであるか、
　またはＲ2およびＲ3は結合することで、Ｃ3～5アルキレンもしくはＣ3～5アルケニレン
を形成し、これらＣ3～5アルキレンもしくはＣ3～5アルケニレンはＣ1～3アルキル、Ｃ1

～3ハロアルキル、シアノおよびハロから選択される１つ以上の置換基で置換されていて
もよく；
　Ｘ1は、ＮまたはＣＨであり；
　Ｌは、直接結合またはＣ1～2アルキレンであり；
　Ｘ2は、ＣＲZまたはＮであり；
　Ｘ3は、ＣＲ5bまたはＮであり；
　ＲZは、Ｈ、ハロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ1～3アルキルまたはＣ1～3アルコキシであ
り、これらＣ1～3アルキルまたはＣ1～3アルコキシは１つ以上のハロ原子で置換されてい
てもよく；
　Ｒ4は、
　　－Ｑ1－［Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｚ］1～12－ＣＨ2（ＣＨ2）0

～1ＣＨ2－Ｒ6a、
　　Ｃ1～5アルキレンがオキソおよび／または１つ以上のＲ6eで置換されていてもよい－
Ｑ2－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－［Ｃ1～5アルキレン］－Ｒ6a、
　　Ｃ1～4 アルキレン基がオキソおよび／または１つ以上のＲ6eで置換されていてもよ
く、Ｈｅｔx1基がハロ、ヒドロキシ、オキソ、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ1～3アルコキシ
およびＣ1～4アルキル部分が１つ以上のＲ6eで置換されていてもよい－［Ｃ（Ｏ）］0～1

－Ｃ1～4アルキル）から選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい、－Ｑ3－
［Ｃ1～4アルキレン］0～1－Ｈｅｔx1、
　　Ｃ1～4アルキレン基がオキソおよび／または１つ以上のＲ6eで置換されていてもよく
、フェニル基が、Ｃ1～4アルキル部分が１つ以上のＲ6eで置換されていてもよい－［Ｃ（
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Ｏ）］0～1－Ｃ1～4アルキル）で置換されており、フェニル基がハロ、ヒドロキシ、オキ
ソ、Ｃ3～6シクロアルキルおよびＣ1～3アルコキシから選択される１つ以上の置換基でさ
らに置換されていてもよい、－Ｑ22－［Ｃ1～4アルキレン］0～1－フェニル、
　　－Ｓ（Ｏ）pＲ

6b、
　　－［Ｃ1～4 アルキレン］0～1－ＣＯ2Ｈ、
　　Ｈｅｔx2基がハロ、ヒドロキシ、オキソ、Ｃ1～3アルキルおよびＣ1～3アルコキシか
ら選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい、Ｈｅｔx2、
　　－ＣＯＲ6b、
　　－ＣＨ2ＯＨ、
　　－ＣＨ2ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2または
　　－Ｑ4－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）（Ｒ7）
であり；
　Ｚは、それぞれ独立して、Ｏ、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ8）またはＮ（Ｒ8）Ｃ（Ｏ）であり；
　Ｒ5aおよびＲ5bは、独立して、Ｃ1～3アルコキシもしくはＣ1～3アルキルであり、これ
らＣ1～3アルコキシもしくはＣ1～3アルキルは１つ以上のハロ原子で置換されていてもよ
く、またはＲ5aおよびＲ5bは、独立して、－Ｎ（Ｒe）（Ｒf）、Ｃ2～3アルキニル、Ｈ、
シアノ、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ2、ヒドロキシ、ハロもしくは－Ｓ（Ｏ）0～2－Ｃ1～3アルキル
であり；
　Ｒ6aは、ＯＲ7a、－Ｓ（Ｏ）0～2Ｒ

7aa、Ｎ（Ｒ7b）Ｒ7cもしくはＣＯ2Ｈであり；
　Ｒ6bは、Ｃ1～8アルキル、Ｃ3～8シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1もしくはＨｅｔ2

であり、これらＣ1～8アルキル、Ｃ3～8シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1もしくはＨ
ｅｔ2はハロ、ヒドロキシ、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2、Ｃ1～3アルキル、Ｃ1～3アルコキシ
、Ｃ1～3アルキレン－Ｒ6eおよびＣＯ2Ｈから選択される１つ以上の置換基で置換されて
いてもよく；
またはＲ6bは、Ｃ1～4アルキレン－Ｈｅｔ3であり、Ｈｅｔ3基はハロ、ヒドロキシ、オキ
ソ、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ1～3アルコキシおよびＣ1～3アルキル基が１つ以上のＲ6e

で置換されていてもよい－［Ｃ（Ｏ）］0～1－Ｃ1～3アルキルから選択される１つ以上の
置換基で置換されていてもよく、
または、ｐが１もしくは２の場合、Ｒ6bは代わりにＯＨであってもよく、
または、ｐが２の場合、Ｒ6bは代わりに－Ｎ（Ｒ7b）Ｒ7cもしくは－Ｎ（Ｒ7b）－Ｃ（Ｏ
）－Ｒ7cであってもよく；
　Ｒ6eは、それぞれ独立して、ハロ、ヒドロキシ、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2、Ｃ1～3アル
コキシ、－Ｎ（Ｒg）（Ｒh）もしくは－ＣＯ2Ｈであり；
　Ｒ7a～Ｒ7cは、独立して、Ｈもしくは１つ以上のハロ原子もしくは－ＣＯ2Ｈで置換さ
れていてもよいＣ1～4アルキルであり、
またはＲ7aは、Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）2もしくはＨｅｔ3であり、Ｈｅｔ3は、ハロ、ヒドロキ
シ、オキソ、Ｃ3～6シクロアルキル、Ｃ1～3アルコキシおよびＣ1～3アルキル基が１つ以
上のＲ6eで置換されていてもよい－［Ｃ（Ｏ）］0～1－Ｃ1～3アルキルから選択される１
つ以上の置換基で置換されていてもよく、
またはＲ7bおよび／またはＲ7cは、－［Ｃaアルキレン］－［Ｃbアルキレン］－ＯＲ7dで
あり、
またはＲ7bおよびＲ7cはそれらが結合しているＮ原子を介して、１個のＮ原子（Ｒ7bおよ
びＲ7cが結合している原子）を含み、Ｏ、ＳおよびＮから選択される１つ以上のさらなる
ヘテロ原子を含んでもよく、ハロ、ヒドロキシ、オキソ、Ｃ1～4アルキル、Ｃ1～4アルコ
キシおよびＣ1～4ヒドロキシアルキルから選択される１つ以上の置換基で置換されていて
もよい、完全飽和、部分的不飽和もしくは完全芳香族である４員～７員複素環基を形成し
；
　ａおよびｂは、独立して、１、２および３から選択される整数であり、ａとｂの合計が
２、３または４であり；
　Ｒ7dは、Ｈまたは１つ以上のハロ原子で置換されていてもよいＣ1～4アルキルであり；
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　Ｒ7aaは、－Ｃ（Ｒ7d）（Ｒ7e）－Ｃ1～3アルキレン－ＯＨまたは１つ以上のハロ原子
もしくは－ＣＯ2Ｈで置換されていてもよいＣ1～4アルキルであり；
　Ｑ1、Ｑ2、Ｑ22およびＱ3は、独立して、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ8）－、－Ｏ－もしくは－Ｓ
（Ｏ）2Ｎ（Ｒ8）－であるか、またはＱ1、Ｑ2およびＱ22は、独立してＳ（Ｏ）qであり
；
　Ｑ4は、直接結合またはＣ1～3アルキレンであり；
　ｎ、ｍ、ｐおよびｑは、独立して、０、１または２であり；
　Ｒ6c、Ｒ6d、Ｒe、Ｒf、Ｒg、ＲhおよびＲ8は、独立して、Ｈまたはメチルであるか、
またはＲ6cおよびＲ6dは、独立して、ヒドロキシメチルであり；
　Ｒ7は、Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ1～4アルキル、Ｃ1～4アルコキシ、Ｃ3～7シクロアルキル
、またはフェニルであり、これらＣ1～4アルキル、Ｃ1～4アルコキシ、Ｃ3～7シクロアル
キル、またはフェニルはハロ、ＯＨ、Ｃ1～3アルキルおよびＣ1～3アルコキシから選択さ
れる１つ以上の置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ9は、ＨまたはＣ1～4アルキルであり、このＣ1～4アルキルは１つ以上のハロ原子ま
たはフェニルで置換されていてもよく、このフェニル基はハロ、ＯＨ、Ｃ1～3アルキルお
よびＣ1～3アルコキシから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよく；
　Ｈｅｔx1およびＨｅｔx2は、独立して、Ｈｅｔ1aまたはＨｅｔ3であり；
　Ｈｅｔ1およびＨｅｔ1aは、それぞれ独立して、Ｎ、ＯおよびＳから選択される１つ以
上のヘテロ原子を含む完全芳香族である５員もしくは６員複素環基であり；および
　Ｈｅｔ2およびＨｅｔ3は、それぞれ独立して、Ｎ、ＯおよびＳから選択される１つ以上
のヘテロ原子を含む単環式複素環基または縮合複素環基もしくは架橋二環式複素環基であ
る完全飽和または部分的不飽和である４員～９員複素環基である化合物；
またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物もしくは同位体誘導体。
【請求項２】
　式Ｉａ、ＩｂまたはＩｃの化合物：
【化３】

【化４】
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またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物もしくは同位体誘導体
（式中、Ｒ1A～Ｒ1E、Ｒ2～Ｒ4、Ｒ5a、Ｒ5b、Ｌ、Ｘ1およびＸ2は請求項１に記載の通り
である）
である請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　（ａ）Ｒ1Aは、１つ以上のハロ置換基で置換されていてもよいＣ1～2アルコキシである
か、またはＲ1Aは、Ｈである；
　（ｂ）Ｒ1Bは、－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）2Ｒ

Y1、－Ｎ（ＲXX）Ｓ（Ｏ）2Ｒ
Y1、－Ｃ（Ｏ）Ｎ

（Ｈ）ＲY、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲXX）ＲY、－Ｓ（Ｏ）2Ｎ（Ｈ）ＲY、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）Ｒ
Y、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）ＲYYまたは－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）2ＮＲXＲYである；
　（ｃ）ＲXは、Ｈまたはメチルであり、
　ＲXXは、－ＣＨ2ＣＨ2－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2もしくは－ＣＨ2ＣＨ2－ＯＨであり、
　ＲYおよびＲY1は、独立して、Ｃ1～2アルキルであるか、ＲYは、Ｈであり、
またはＲXおよびＲYは結合して、－Ｏ－もしくは－Ｎ（ＲX2）－がＣ２とＣ３の間に割り
込んでいてもよいＣ4～5ｎ－アルキレンであり、
　ＲYYは、ヒドロキシもしくは－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2で置換されているＣ1～3アルキル
および／または
　ＲX2は、Ｈもしくはメチルである；
　（ｄ）Ｒ1CおよびＲ1Eが両方ともＨである；
　（ｅ）Ｒ1Dは、トリメチルシリル、Ｃ3～5アルキル、Ｃ3～5アルキニルまたはＨｅｔ2

であり、これらＣ3～5アルキル、Ｃ3～5アルキニルまたはＨｅｔ2はシアノ、ヒドロキシ
もしくはメトキシで置換されていてもよく、および／またはＨｅｔ2基はメチルおよびハ
ロから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい；
　（ｆ）Ｒ2およびＲ3は、それらが結合しているＣ原子と結合することで、縮合フェニル
環を形成するか、またはＲ2およびＲ3は両方ともクロロである；
　（ｇ）Ｌは、直接結合であり、
　Ｘ2は、ＣＲZおよび／または
　ＲZは、Ｈである；
　（ｈ）Ｒ4は、
　　－Ｑ1－［Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｚ］1～3－ＣＨ2ＣＨ2－Ｒ6a

、
　　Ｃ1～4アルキレン基がオキソならびに／またはヒドロキシおよび－Ｎ（Ｒg）（Ｒh）
から選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい－Ｑ2－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－
［Ｃ1～4アルキレン］－Ｒ6a、
　　Ｃ1～4アルキレン基がオキソならびに／またはヒドロキシ、－Ｎ（Ｒg）（Ｒh）およ
び－ＣＯ2Ｈから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよく、Ｈｅｔx1基がハ
ロ、ヒドロキシ、オキソ、Ｃ1～3アルキル、Ｃ1～3アルコキシ、Ｃ1～3ヒドロキシアルキ
ル、Ｃ3～5シクロアルキルおよびＣ1～3アルキル部分がヒドロキシ、－Ｎ（Ｒg）（Ｒh）
および－ＣＯ2Ｈから選択される１つ以上の基で置換されていてもよい－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～

3アルキルから選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい－Ｑ3－［Ｃ1～4アル
キレン］0～1－Ｈｅｔx1、
　　－Ｓ（Ｏ）1～2Ｒ

6b、
　　メチルまたはヒドロキシで置換されていてもよいＨｅｔ1a、
　　オキソで置換されていてもよいＨｅｔ3、
　　ＣＯ2Ｈ、
　　－ＣＯＲ6bまたは
　　－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ9）（Ｒ7）であり、
　Ｚは、それぞれ独立して、Ｃ（Ｏ）ＮＨ、ＮＨＣ（Ｏ）またはＯであり、
　Ｒ6aは、ＣＯ2Ｈ、ＯＲ7aまたはＮ（Ｒ7b）Ｒ7cであり、
　Ｒ6bは、
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　　ヒドロキシ、ＣＯ2Ｈ、ヒドロキシメチルおよび－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（Ｒg）（Ｒh）か
ら選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよいＨｅｔ2、
　　Ｃ1～3アルキル（例えば、メチル）、
　　または、ｐが１の場合、Ｒ6bは代わりにＯＨであってもよく、
　　または、ｐが２の場合、Ｒ6bは代わりに－ＮＨ2もしくは－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1

～2アルキルであってもよく、
　　Ｒ6cおよびＲ6dは、独立して、Ｈ、メチル、またはヒドロキシメチルであり、
　　Ｒ7は、Ｈ、ヒドロキシ、メチル、エチルまたはフェニルであり、
　　Ｒ7aは、
　　ヒドロキシ、メチルおよびヒドロキシメチルから選択される１つ以上の置換基で置換
されていてもよいＨｅｔ3または
　　Ｈ，メチル、もしくはＰ（Ｏ）（ＯＨ）2であり、
　Ｒ7bおよびＲ7cは、独立して、Ｈもしくはメチルであるか、
またはＲ7bは、Ｈもしくはメチルであり、Ｒ7cは、－［Ｃ1～2アルキレン］－ＣＨ2－Ｏ
Ｒ7dであるか、
またはＲ7bおよびＲ7cはそれらが結合しているＮ原子を介して、１個のＮ原子（Ｒ7bおよ
びＲ7cが結合している原子）を含み、Ｏ、ＳおよびＮから選択される１個のさらなるヘテ
ロ原子を含んでもよく、ヒドロキシ、オキソ、メチルおよびＣ1～2ヒドロキシアルキルか
ら選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい、完全飽和もしくは部分的不飽和
である５員～７員複素環基を形成し、
　Ｒ7dは、ＨもしくはＣ1～2アルキルであり、
　Ｒ9は、Ｈもしくはエチルであり、
　Ｑ1、Ｑ2およびＱ3は、独立して、Ｃ（Ｏ）ＮＨ、Ｓ（Ｏ）2、Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）2Ｎ
Ｒ8もしくはＯであり、
　Ｒ8は、Ｈもしくはメチルおよび／または
　ＲgおよびＲhは、独立して、Ｈもしくはメチルである；
　（ｉ）Ｒ5aおよびＲ5bは、独立して、ＨもしくはＣ1～2アルコキシであるか、またはＲ
5aは、ＯＨ、ハロ、Ｃ1～2アルキル、－Ｎ（ＣＨ3）2、エチニルもしくはシアノである；
および／または
　（ｊ）Ｈｅｔ1aは、Ｎ原子を含み、Ｎ、ＯおよびＳから選択される１～３個のさらなる
ヘテロ原子を含んでもよい完全芳香族の５員または６員複素環基、および／または
　Ｈｅｔ2およびＨｅｔ3は、それぞれ独立して、単環式複素環基であるかもしくは架橋二
環式複素環基であり、Ｎ、ＯおよびＳから選択される１個もしくは２個のヘテロ原子を含
む、完全飽和もしくは部分的不飽和である５員～８員複素環基である、請求項１または請
求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　（ａ）Ｒ1Aは、Ｈまたはメトキシであり、
　Ｒ1Bは、－Ｎ（ＣＨ2ＣＨ2ＯＨ）Ｓ（Ｏ）2ＣＨ3、－Ｎ［ＣＨ2ＣＨ2ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ
）2］Ｓ（Ｏ）2ＣＨ3、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｈ）－ＣＨ2ＣＨ2－ＯＨ、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）Ｃ
Ｈ2ＯＨ、－Ｎ（Ｈ）Ｃ（Ｏ）ＣＨ2ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2、－Ｎ（Ｈ）Ｓ（Ｏ）2ＣＨ3ま
たは－Ｃ（Ｏ）ＮＨ2であり、
　Ｒ1Dは、Ｃ4アルキルであり、
　Ｘ1は、ＣＨまたはＮであり、
　Ｘ2は、ＣＲZであり、
　ＲZは、Ｈであり、
　Ｒ4は、
　　－Ｑ1－［Ｃ（Ｈ）（Ｒ6c）－ＣＨ2－Ｚ］1～3ＣＨ2ＣＨ2－Ｒ6a、
　　－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－［ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－Ｏ］－［ＣＨ2（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｏ］0～1

－ＣＨ2ＣＨ2－Ｒ6a、
　　Ｃ1～3アルキレン基がオキソおよび／または１つ以上のヒドロキシ基で置換されてい
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てもよい－Ｑ2－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－［Ｃ1～4アルキレン］－Ｒ6a、
　　Ｈｅｔ3基がハロ、ヒドロキシ、オキソ、Ｃ1～3アルキル、メトキシ、Ｃ3～4シクロ
アルキル、Ｃ1～2ヒドロキシアルキルおよびＣ1～3アルキル部分がヒドロキシ、－Ｎ（Ｒ
g）（Ｒh）もしくはＣＯ2Ｈで置換されている－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～3アルキルから選択され
る１つ以上の置換基で置換されていてもよいＱ3－［Ｃ1～4アルキレン」0～1－Ｈｅｔ3、
　　Ｃ1～4アルキレン基がＣＯ2Ｈで置換されていてもよい－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ1～4アル
キレン－Ｈｅｔ1a、
　　－Ｓ（Ｏ）1～2ＣＨ3、
　　－Ｓ（Ｏ）ＯＨ、
　　－Ｓ（Ｏ）2ＮＨ2、
　　－Ｓ（Ｏ）2ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～2アルキル、
　　Ｈｅｔ1a、
　　オキソで置換されていてもよいＨｅｔ3、
　　ＣＯ2Ｈ、
　　Ｈｅｔ3基が、ヒドロキシ、ＣＯ2Ｈ、ヒドロキシメチルおよび－ＣＨ2ＣＨ2－Ｎ（Ｒ
g）（Ｒh）から選択される１つ以上の置換基で置換されていてもよい－Ｃ（Ｏ）－Ｈｅｔ
3、
　　－Ｐ（Ｏ）（Ｏ－ＣＨ2ＣＨ3）（Ｒ7）または
　　－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）（Ｒ7）であり、
　　Ｒ5aおよびＲ5bは、独立して、Ｈもしくはメトキシであるか、またはＲ5aは、メチル
、ヒドロキシ、エチニル、シアノ、ハロもしくは－Ｎ（ＣＨ3）2であり、
　Ｒ6aは、ＯＲ7aまたはＮ（Ｒ7b）Ｒ7cであり、
　Ｒ6cはＨ、メチルもしくはヒドロキシメチルであり、Ｒ6dはＨであるか、またはＲ6cお
よびＲ6dは両方ともヒドロキシメチルであり、
　Ｒ7は、メチルであり、
　Ｒ7aは、
　　ヒドロキシおよびヒドロキシメチルから選択される１つ以上の置換基で置換されてい
てもよいＨｅｔ3であるか、または
　　Ｈ，メチル、またはＰ（Ｏ）（ＯＨ）2であり、
　Ｒ7bおよびＲ7cは、独立して、Ｈもしくはメチルであるか、
またはＲ7bは、Ｈもしくはメチルであり、Ｒ7cは、－ＣＨ2ＣＨ2－ＯＲ7dであるか、
またはＲ7bおよびＲ7cはそれらが結合しているＮ原子を介して、１個のＮ原子（Ｒ7bおよ
びＲ7cが結合している原子）を含み、Ｏ、ＳおよびＮから選択される１個のさらなるヘテ
ロ原子を含んでもよく、フルオロ、ヒドロキシ、オキソおよびメチルから選択される１つ
以上の置換基で置換されていてもよい完全飽和である５員～７員複素環基を形成し；
　Ｒ7dは、Ｈまたはメチルであり、
　Ｑ1、Ｑ2およびＱ3は、独立して、Ｃ（Ｏ）ＮＨ、Ｓ（Ｏ）2、Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）2Ｎ
Ｒ8もしくはＯであり、
　Ｒ8は、メチル、および／または
　Ｈｅｔ3は、完全飽和であり、Ｎ、ＯおよびＳから選択される１個または２個のヘテロ
原子を含む５員～７員複素環基；
および／または
　（ｂ）Ｒ5aおよびＲ5bは両方ともＨであり、
　Ｒ5aおよびＲ5bは両方ともメトキシであるか、または
　Ｒ5aはシアノもしくはメトキシであり、Ｒ5bはＨである、
請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ安息香酸；
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　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－カルバモイル－２－メ
トキシフェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミ
ノ）－２－メトキシ安息香酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－カルバモイル－２－メ
トキシフェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミ
ノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ
）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－カルバモイル－２－メ
トキシフェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミ
ノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ）エチル）ベ
ンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（１－オキシドチオモルホリノ）エチル）
ベンズアミド；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－シアノ－４－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エ
トキシ］エトキシ］アニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－シアノ－４－（２－モルホリノエトキシ）アニリノ］－
４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－シアノ－４－（３－モルホリノプロポキシ）アニリノ］
－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－メトキシ－４－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）
エトキシ］エチルスルフィニル］アニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］
尿素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－メトキシ－４－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）
エトキシ］エチルスルホニル］アニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿
素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－メトキシ－４－［メチル（３－モルホリノプロピル）ス
ルファモイル］アニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－（１－メチル－４－ピペリジル）エチル］ベンズ
アミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－エチニル－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
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］アミノ］－Ｎ－［２－［２－（２－ヒドロキシエトキシ）エトキシ］エチル］－２－メ
トキシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－（４－メチルピペラジン－１－イル）エチル］ベ
ンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（３－モルホリノプロピル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－［（２Ｓ，６Ｒ）－２，６－ジメチルモルホリン－４－イル］エ
チル］－２－メトキシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－（２，２－ジメチルモルホリン－４－イル）エチル］－２－メト
キシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－モルホリノ－２－オキソ－エチル）ベンズアミド
；
４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－
メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］
アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－（４－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）エ
チル］ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１Ｒ）－２－［２－（２－メトキシエトキシ）エト
キシ］－１－メチル－エチル］ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１Ｓ）－２－［２－（２－メトキシエトキシ）エト
キシ］－１－メチル－エチル］ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］ピリミジン－２
－イル］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（１－メチル－４－ピペリジル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－（３，３－ジメチルモルホリン－４－イル）エチル］－２－メト
キシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－チオモルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－（４－ヒドロキシ－１－ピペリジル）エチル］－２－メトキシ－
ベンズアミド；
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　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－メチル－２－モルホリノ－プロピル）ベンズアミ
ド；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－メトキシ－４－［メチル（２－モルホリノエチル）スル
ファモイル］アニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－（１－ピペリジル）エチル］ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－ピロリジン－１－イルエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－（１，１－ジオキソ－１，４－チアジナン－４－イル）エチル］
－２－メトキシ－ベンズアミド；
　５－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミ
ド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－
ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ペンタン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］安息香酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１Ｓ）－１－メチル－２－モルホリノ－エチル］ベ
ンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－ピペラジン－１－イルエチル）ベンズアミド；
　３－［２－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタン
スルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オ
キシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］エトキシ］エト
キシ］プロパン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（４－モルホリノブチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－［４－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン－１－イル］エチル
］－２－メトキシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［３－（４－メチルピペラジン－１－イル）プロピル］
ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
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］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－［２－ヒドロキシエチル（メチル）アミノ］エチル］－２－メト
キシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－［２－メトキシエチル（メチル）アミノ］エチル
］－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－（３－モルホリノプロピル）ベンズアミド
；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［３－（１－オキソ－１，４－チアジナン－４－イル）
プロピル］ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［３－（１，１－ジオキソ－１，４－チアジナン－４－イル）プロピル
］－２－メトキシ－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－（１，４－オキサゼパン－４－イル）エチル］ベ
ンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［３－（１，４－オキサゼパン－４－イル）プロピル］
ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１－メチル－４－ピペリジル）メチル］ベンズアミ
ド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－（４，４－ジフルオロ－１－ピペリジル）エチル］－２－メトキ
シ－ベンズアミド；
　リン酸二水素２－［２－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－
３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシフェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナ
フチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシベンゾイル］アミノ］エトキ
シ］エトキシ］エチル；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－（ジメチルアミノ）安息香酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（１－メチルピペリジン－４－イル）エ
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チル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（３－モルホリノプロピル）ベンズアミド；
４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチル
スルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（３－（４－メチルピペラジン－１－イル）プロ
ピル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１－イル）エ
チル）ベンズアミド；
　２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－
（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジ
ン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）酢酸；
　４－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－
（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリ
ジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）ブタン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（２－（１－メチルピペリジン－４－イル
）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（３－（４－メチルピペラジン－１－イル
）プロピル）ベンズアミド；
　（Ｓ）－２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキ
シ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキ
シ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）－３－（１Ｈ－イミダ
ゾール－４－イル）プロパン酸；
　（Ｓ）－１－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキ
シ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキ
シ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンゾイル）ピロリジン－２－カルボ
ン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシ安息香酸；
　３－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－
（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリ
ジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）プロパン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－（１－メチルピペリジン－４
－イル）エチル）ベンゼンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
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－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１
－イル）エチル）ベンゼンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２－（ジメチルアミノ）安息香酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（５－（ジメチルアミノ）ペンチル）－２－メトキシベンズアミ
ド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（４－エチルピペラジン－１－イル）エチル）－２－メト
キシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（４－イソプロピルピペラジン－１－イル）エチル）－２
－メトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（４－ヒドロキシ－１－メチルピペリジン－４－イル）エ
チル）－２－メトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１
－イル）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（２，２，４－トリメチルピペラジン－１
－イル）エチル）ベンズアミド；
　（Ｓ）－２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキ
シ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキ
シ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）－３－ヒドロキシプロ
パン酸；
　Ｎ－（（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３
－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピ
リミジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）スルホニル）プロピオンアミド
；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（１－（４－メチルピペラジン－１－イル）プロ
パン－２－イル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（２－ヒドロキシエトキシ）エチル）－２－メトキシベン
ズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－メトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－５－（メチルスルホンアミ
ド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ
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）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１－イル）エチル）ベンズアミ
ド；
　４－（（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－５－（メチルスルホンアミ
ド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ
）－２－メトキシ－Ｎ－（３－（４－メチルピペラジン－１－イル）プロピル）ベンズア
ミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－（ジメチルアミノ）－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１－
イル）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（（３Ｒ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－２，４，５－ト
リヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－３－イル）ベン
ズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－５－（メチルスルホンアミ
ド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ
）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（１－メチルピペリジン－４－イル）エチル）ベンズアミ
ド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－（ジメチルアミノ）－Ｎ－（２－（２－（２－ヒドロキシエトキ
シ）エトキシ）エチル）ベンズアミド；
　（Ｓ）－２－アミノ－６－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）
－２－メトキシ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）－ウレイド）ナフタレン－１
－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）ヘキサン
酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（２－（２－（（（３Ｒ，４Ｓ，５Ｒ，６
Ｒ）－３，４，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピ
ラン－２－イル）オキシ）エトキシ）エトキシ）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ　－（（２Ｓ，３Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－２，３，４，
５，６－ペンタヒドロキシヘキシル）ベンズアミド；
　６－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－
（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリ
ジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）ヘキサン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（２－（２－ヒドロキシエトキシ）エトキシ）エチル）
－２－メトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（１－メチルピペリジン－４－イル）ベン
ズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（（１－メチルピペリジン－４－イル）メ
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チル）ベンズアミド；
　３－（３－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ
－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ
）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）プロポキシ）プロパン酸
；
　リン酸二水素２－（２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－
２－メトキシ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－
イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）エトキシ）
エチル；
　４－（（２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキ
シ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキ
シ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）エチル）アミノ）－４
－オキソブタン酸；
　３－（３－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ
－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ
）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）プロパンアミド）プロパ
ン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（３－オキソ－３－（（２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ，５Ｓ
）－３，４，５－トリヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）ピペリジン－１－イル）プ
ロピル）ベンズアミド；
　Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－（３－（４－（（２－（（４－（４－（２－（
ジメチルアミノ）エチル）ピペラジン－１－カルボニル）－３，５－ジメトキシフェニル
）アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）－２－メト
キシフェニル）メタンスルホンアミド；
　Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（（２－（（３－
メトキシ－４－（（３－（４－メチルピペラジン－１－イル）プロピル） スルホニル）
フェニル）アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）フ
ェニル）メタンスルホンアミド；
　Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（（２－（（３－
メトキシ－４－（（２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ，５Ｓ）－３，４，５－トリヒドロキシ－２－（ヒ
ドロキシメチル）ピペリジン－１－カルボニル）フェニル）アミノ）ピリジン－４－イル
）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）フェニル）メタンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（４－（２－（ジメチルアミノ）アセチル）ピペラジン－
１－イル）エチル）－２－メトキシベンズアミド；
　４－（４－（２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メ
トキシ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）
オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）エチル）ピペラジ
ン－１－イル）－４－オキソブタン酸；
　（Ｓ）－２－アミノ－５－（４－（２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒ
ｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチルスルホンアミド）－フェニル）ウレイド）ナ
フタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミ
ド）エチル）ピペラジン－１－イル）－５－オキソペンタン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（１，３－ジヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）プロパン－
２－イル）－２－メトキシベンズアミド；
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　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（３－ヒドロキシ－２，２－ビス（ヒドロキシメチル）プロピル
）－２，６－ジメトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（（（２Ｓ，３Ｒ，４Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－３，４
，５－トリヒドロキシ－６－（ヒドロキシメチル）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イ
ル）メチル）ベンズアミド；
　リン酸二水素２－（（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（
（２－（（３－メトキシ－４－（（２－（１－オキシドチオモルホリノ）－エチル）カル
バモイル）フェニル）アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウ
レイド）フェニル）アミノ）－２－オキソエチル；
　（Ｒ）－４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３
－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピ
リジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（１－メチルピロリジン－３－イル）
ベンズアミド；
　（Ｒ）－４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３
－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピ
リジン－２－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（３－ヒドロキシピロリジン－１－イル）エチ
ル）－２－メトキシベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－クロロ－安息香酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－エチル－安息香酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－（ジフルオロメトキシ）安息香酸；
　６－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－４－メトキシ－ピリジン－３－カルボン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－ヒドロキシ－安息香酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－フルオロ－安息香酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－３－［４－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］
－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミ
ノ］フェニル］－プロパン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１Ｒ）－１－メチル－２－モルホリノ－エチル］ベ
ンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－ヒドロキシ－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミド；
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　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］ベンズアミ
ド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－Ｎ－［２－（４－フルオロ－１－ピペリジル）エチル］－２－メトキシ－ベ
ンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－キヌクリジン－４－イル－ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（キヌクリジン－４－イルメチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－（２－キヌクリジン－４－イルエチル）ベンズアミド；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－（３－メトキシ－４－メチルスルホニル－アニリノ）－４－ピ
リジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－（３－メトキシ－４－メチルスルフィニル－アニリノ）－４－
ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　１－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニ
ル］－３－［４－［［２－［３－メトキシ－４－（２－モルホリノエチルスルホニル）ア
ニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］尿素；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［３－（１－メチル－４－ピペリジル）プロピル］ベン
ズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［２－（４－ピペリジル）エチル］ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（４－モルホリノブチル）ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１Ｒ）－１－メチル－３－モルホリノ－プロピル］
ベンズアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－Ｎ－［（１Ｓ）－１－メチル－３－モルホリノ－プロピル］
ベンズアミド；
　リン酸二水素２－［５－ｔｅｒｔ－ブチル－２－メトキシ－３－［［４－［［２－［３
－メトキシ－４－［２－（１－オキソ－１，４－チアジナン－４－イル）エチルカルバモ
イル］アニリノ］－４－ピリジル］オキシ］－１－ナフチル］カルバモイルアミノ］－Ｎ
－メチルスルホニル－アニリノ］エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ



(20) JP 2017-535525 A5 2018.11.8

ル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］ホスフィン酸；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］ホスホン酸；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２，６－ジメトキシ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－ベンゼンスルフィン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－（トリフルオロメトキシ）安息香酸；
　６－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メトキシ－ピリジン－３－カルボン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２，６－ジメチル－安息香酸；
　Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（（２－（（３－
メトキシ－４－（（３－モルホリノプロピル）スルホニル）フェニル）－アミノ）ピリジ
ン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）フェニル）メタンスルホンア
ミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－（ジメチルアミノ）－Ｎ－（２－モルホリノエチル）ベンズアミ
ド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（２－（４－メチルピペラジン－１－イル
）エチル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシ－Ｎ－（３－モルホリノプロピル）ベンズアミド
；
　Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（（２－（（３－
メトキシ－４－（２Ｈ－テトラゾール－５－イル）フェニル）アミノ）ピリジン－４－イ
ル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）フェニル）メタンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－（３－（４－メチルピペラジン－１
－イル）プロピル）ベンゼンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（４－シクロプロピルピペラジン－１－イル）エチル）－
２－メトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（ピペリジン－４－イル）エチル）ベンズ
アミド；
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　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシベンゼンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－ヒドロキシ－Ｎ－（３－モルホリノプロピル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－５－（メチルスルホンアミ
ド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ
）－２－メトキシ安息香酸；
Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（（２－（（３－メ
トキシ－４－（２－オキソピリジン－１（２Ｈ）－イル）フェニル）アミノ）－ピリジン
－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）フェニル）メタンスルホンアミ
ド；
　５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－メトキシ－３－（３
－（４－（（２－（（３－メトキシ－４－（（２－（１－オキシドチオモルホリノ）エチ
ル）カルバモイル）フェニル）アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－
イル）ウレイド）ベンズアミド；
　４－（２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ
－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）
ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）エチル）モルホリン４－オ
キシド；
　７－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－
（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジ
ン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）ヘプタン酸；
　リン酸二水素２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メ
トキシ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オ
キシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシベンズアミド）エチル；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（２－（２－ヒドロキシエトキシ）エトキシ）エチル）－
２，６－ジメトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（４－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン－１－イル）
エチル）－２，６－ジメトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（３－ヒドロキシ－２，２－ビス（ヒドロキシメチル）プロピル
）－２－メトキシベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－Ｎ－（２－（ジメチルアミノ）エチル）－２，６－ジメトキシベンズ
アミド；
　Ｎ－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－（３－（４－（（２－（（４－（（２－（２－
（２－ヒドロキシエトキシ）エトキシ）エチル）スルホニル）－３－メトキシフェニル）
アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）－２－メトキ
シフェニル）－メタンスルホンアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－（２－ヒドロキシアセ
トアミド）－２－メトキシフェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジ
ン－２－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（１－オキシドチオモルホリノ）エ
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チル）ベンズアミド；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（（２Ｓ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３，４，５－テト
ラヒドロキシペンチル）ベンズアミド；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシ　フェニル）（メチル）ホスフィン酸エチル；
（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２
－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）（メチル）ホスフィン酸；
　（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－（３－（４－（（２－（（４－（（３－ヒドロキシ
－２，２－ビス（ヒドロキシメチル）プロピル）スルホニル）－３－メトキシフェニル）
アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）－２－メトキ
シフェニル）－メタンスルホンアミド；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシフェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］
アミノ］－２，６－ジメトキシ安息香酸；
　リン酸二水素２－（２－（２－（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチ
ル）－２－メトキシ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン
－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２，６－ジメトキシベンズアミド
）エトキシ）エトキシ）エチル；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－３－（Ｎ－（２－ヒドロキ
シエチル）メチルスルホンアミド）－２－メトキシフェニル）ウレイド）ナフタレン－１
－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシ－Ｎ－（２－（１－オキ
シドチオモルホリノ）エチル）ベンズアミド；
　５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（３－（４－（（２－（（３－メトキ
シ－４－（（２－（１－オキシドチオモルホリノ）エチル）－カルバモイル）フェニル）
アミノ）ピリジン－４－イル）オキシ）ナフタレン－１－イル）ウレイド）安息香酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン
－２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）ホスホン酸ジエチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］－エトキシ－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）（エチル）ホスフィン酸エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］－エチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン
－２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）（フェニル）ホスフィン酸エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］－フェニル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（Ｎ
－メチルメチルスルホンアミド）フェニル）－ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ
）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）（メチル）ホスフィン酸エチ
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ル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－２－メトキシ－３－［メチル（メ
チルスルホニル）アミノ］フェニル］カルバモイル－アミノ］－１－ナフチル］オキシ］
－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルカルバモイル）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）（メチル）ホスフィン酸エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－２－メトキシ－３－（メチルカル
バモイル）フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］
アミノ］－２－メトキシ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－
２－イル）アミノ）－２－メチルフェニル）（メチル）ホスフィン酸エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－メチル－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン
－２－イル）アミノ）－２－エトキシフェニル）（メチル）－ホスフィン酸エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－エトキシ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリミジ
ン－２－イル）アミノ）－２－メトキシフェニル）（メチル）ホスフィン酸エチル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］ピリミジン－
２－イル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン
－２－イル）アミノ）－２－クロロフェニル）（メチル）ホスフィン酸エチル；
　［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）
－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリ
ジル］アミノ］－２－クロロ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン
－２－イル）アミノ）－２－（ジメチルアミノ）フェニル）（メチル）ホスフィン酸エチ
ル；
　［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－
２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジ
ル］アミノ］－２－（ジメチルアミノ）フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メチ
ルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）－ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシベンジル（メチル）ホスフィン酸エチル；
　（４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３－（メ
チルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－
２－イル）アミノ）－２－メトキシベンジル）（メチル）ホスフィン酸；
　（４－（（４－（（４－（３－（３－（ｔｅｒｔ－ブチル）－５－（メチルスルホンア
ミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリジン－２－イル）アミ
ノ）－２－メトキシフェニル）（メチル）ホスフィン酸エチル；
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　［４－［［４－［［４－［［３－ｔｅｒｔ－ブチル－５－（メタンスルホンアミド）フ
ェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２
－メトキシ－フェニル］－メチル－ホスフィン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－（トリフルオロメチル）安息香酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－３－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］プ
ロパン酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－３－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］プ
ロパン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－４－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ブ
タン酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－４－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ブ
タン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－５－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ペ
ンタン酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－５－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ペ
ンタン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－６－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ヘ
キサン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－７－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ヘ
プタン酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－７－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ヘ
プタン酸；
　（２Ｓ）－６－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンス
ルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキ
シ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］－２－（メチルア
ミノ）ヘキサン酸；
　（２Ｓ）－６－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンス
ルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキ
シ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］－２－（ジメチル
アミノ）ヘキサン酸；
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　（２Ｒ）－２－アミノ－５－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－５－オキソ－ペンタン酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－４－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－４－オキソ－ブタン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－４－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－４－オキソ－ブタン酸；
　５－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－３－メトキシ－ピリジン－２－カルボン酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メチルスルファニル－安息香酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メチルスルフィニル－安息香酸；
　４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２
－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル
］アミノ］－２－メチルスルホニル－安息香酸；
　２－［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホンアミド
）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピ
リジル］アミノ］－２－メトキシ－フェニル］酢酸；
　２－［４－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホ
ンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］
－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ブトキシ］酢酸；
　２－［４－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホ
ンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］
－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］ブチルアミノ］酢酸；
　３－［３－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホ
ンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］
－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］プロピルアミノ］プロ
パン酸；
　４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－（メタンスルホ
ンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイルアミノ］－１－ナフチル］オキシ］
－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］エチルアミノ］ブタン
酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－３－［４－［［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブ
チル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ
］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］ア
ミノ］メチル］－フェニル］プロパン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－３－［４－［［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブ
チル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ
］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］ア
ミノ］メチル］－フェニル］プロパン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－３－［４－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチ
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ル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルアミノ］
－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミ
ノ］フェニル］－プロパン酸；
　（４Ｓ）－４－アミノ－５－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－５－オキソ－ペンタン酸；
　（３Ｓ）－３－アミノ－４－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－４－オキソ－ブタン酸；
　（２Ｓ）－２－アミノ－６－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－６－オキソ－ヘキサン酸；
　（２Ｒ）－２－アミノ－６－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］－カルバモイルア
ミノ］－１－ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル
］アミノ］エチル］ピペラジン－１－イル］－６－オキソ－ヘキサン酸；
　（２Ｓ）－５－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイル－アミノ］－１－
ナフチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］エ
チル］ピペラジン－１－イル］－２－（メチルアミノ）－５－オキソ－ペンタン酸；およ
び
（２Ｓ）－５－［４－［２－［［４－［［４－［［４－［［５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－
（メタンスルホンアミド）－２－メトキシ－フェニル］カルバモイル－アミノ］－１－ナ
フチル］オキシ］－２－ピリジル］アミノ］－２－メトキシ－ベンゾイル］アミノ］エチ
ル］ピペラジン－１－イル］－２－（ジメチルアミノ）－５－オキソ－ペンタン酸、を含
むリストから選択される、
請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の化合物、その薬学的に許容可能な塩、溶媒和
物または同位体誘導体。
【請求項６】
　但し、前記化合物が、４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－
メトキシ－３－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）
オキシ）ピリジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシ安息香酸、その薬学的に許容可能
な塩、溶媒和物または同位体誘導体でない、請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の
化合物。
【請求項７】
　薬学的に許容可能なアジュバント、希釈剤または担体と混合した、請求項１～６のいず
れか一項に記載の化合物、その薬学的に許容可能な塩、溶媒和物または同位体誘導体を含
む医薬製剤。
【請求項８】
　（Ａ）請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩
、溶媒和物もしくは同位体誘導体、および
　（Ｂ）別の治療薬、
含んでなる組合せ製剤であって、
　成分（Ａ）および（Ｂ）はそれぞれ、薬学的に許容可能なアジュバント、希釈剤または
担体と混合して調製されるす、前記組合せ製剤。
【請求項９】
　医薬分野での使用のための請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物、またはその薬
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学的に許容可能な塩、溶媒和物もしくは同位体誘導体。
【請求項１０】
　炎症性疾患の治療または予防に用いる、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物、
またはその薬学的に許容可能な塩、溶媒和物もしくは同位体誘導体、または請求項７に記
載の医薬製剤、または請求項８に記載の組合せ製剤。
【請求項１１】
　前記炎症性疾患が嚢胞性線維症、肺高血圧症、肺サルコイドーシス、特発性肺線維症、
ＣＯＰＤ（慢性気管支炎および肺気腫を含む）、喘息、小児喘息、アトピー性皮膚炎、ア
レルギー性皮膚炎、接触性皮膚炎または乾癬、アレルギー性鼻炎、鼻炎、副鼻腔炎、結膜
炎、アレルギー性結膜炎、乾性角結膜炎（ドライアイまたは眼球乾燥症）、緑内障、糖尿
病性網膜症、黄斑浮腫（糖尿病性黄斑浮腫を含む）、網膜中心静脈閉塞症（ＣＲＶＯ）、
萎縮型および／または滲出型加齢黄斑変性（ＡＭＤ）、白内障術後炎症、ぶどう膜炎（後
部、前部および汎ぶどう膜炎を含む）、角膜移植および角膜縁移植片拒絶、グルテン過敏
性腸症（セリアック病）、好酸球性食道炎、腸移植片対宿主病、クローン病および潰瘍性
大腸炎から成るリストから選択される、請求項１０に記載の使用のための化合物、製剤ま
たは組合せ製剤。
【請求項１２】
　前記炎症性疾患が糖尿病性網膜症、黄斑浮腫、ぶどう膜炎、乾性角結膜炎（ドライアイ
または眼球乾燥症）、クローン病または潰瘍性大腸炎である、請求項１０または請求項１
１に記載の使用のための化合物、製剤または組合せ製剤。
【請求項１３】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物、もしくはその薬学的に許容可能な塩、溶
媒和物もしくは同位体誘導体、または
　請求項７に記載の医薬製剤または請求項８に記載の組合せ製剤の効果量を対象に投与す
ることを含む、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の炎症性疾患の治療方法もしくは
予防方法。
【請求項１４】
　請求項１に定義した式Ｉの化合物の製造方法であって、前記方法が；
（ａ）式ＩＩの化合物と
【化５】

式ＩＩＩの化合物との反応であって、
【化６】

　ここでＺ1およびＺ2のうち１つは式ＩＶの構造フラグメントであり、
【化７】
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　Ｚ1およびＺ2のうち他方は式Ｖの構造フラグメントである
【化８】

（式中、Ｒ1A～Ｒ1E、Ｒ2～Ｒ4、Ｒ5a、ＬおよびＸ1～Ｘ3は、請求項１～６のいずれか一
項に記載の通りである）；
（ｂ）式ＩＩａの化合物と

【化９】

（式中、Ｚ1は上記定義通りである）
適切なアジド形成剤との反応であって、この反応後、中間体アシルアジド（式Ｚ1－Ｃ（
Ｏ）－Ｎ3）を分離せずに熱転位反応させることで反応系中で得た式ＩＩの化合物を、次
いで、上記式ＩＩＩの化合物とを反応させる；
（ｃ）式ＩＩｂの化合物と

【化１０】

（式中、ＬＧ1は脱離基であり、Ｚ1は上記定義の通りである）
上記定義の式ＩＩＩの化合物との反応；
（ｄ）式ＶＩの化合物と
【化１１】

（式中、ＬＧ2は脱離基であり、Ｒ1A～Ｒ1E、Ｒ2、Ｒ3およびＸ1は請求項１～６のいずれ
か一項で定義した通りである）
式ＶＩＩの化合物

【化１２】
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（式中、Ｒ4、Ｒ5a、Ｌ、Ｘ2およびＸ3は、請求項１～６のいずれか一項で定義した通り
である）
との反応；
（ｅ）Ｒ4が、
　－Ｓ（Ｏ）1～2－［Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｚ］1～12－ＣＨ2（Ｃ
Ｈ2）0～1ＣＨ2－Ｒ6a、
　－Ｓ（Ｏ）1～2－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－［Ｃ1～5アルキレン］－Ｒ6a、
　－Ｓ（Ｏ）1～2Ｒ

6b、
（式中、Ｃ1～5アルキレン基は請求項１に記載の通り置換されていてもよい）
である式Ｉの化合物のための、
　式Ｉに対応する化合物であってＲ4がそれぞれ、
　－Ｓ－［Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｚ］1～12－ＣＨ2（ＣＨ2）0～1

ＣＨ2－Ｒ6a、
　－Ｓ－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－［Ｃ1～5アルキレン］－Ｒ6a、
　－Ｓ－Ｒ6b、
（式中、Ｃ1～5アルキレン基は請求項１に記載の通り置換されていてもよく、Ｒ6a～Ｒ6d

は請求項１～６のいずれか一項で定義した通りである）
である化合物の、酸化；
（ｆ）Ｒ4が、
　－Ｑ1a－ＮＲ8－［Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｚ］1～12－ＣＨ2（Ｃ
Ｈ2）0～1ＣＨ2－Ｒ6a、
　－Ｑ2aＮＲ8－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－［Ｃ1～5アルキレン］－Ｒ6aまたは
　－Ｑ3a－ＮＲ8－［Ｃ1～4 アルキレン］0～1－Ｈｅｔ3、
（式中、Ｃ1～5アルキレン基およびＨｅｔ3基は請求項１に定義した通り置換されていて
もよく、Ｑ1a、Ｑ2aおよびＱ3aはＣ（Ｏ）もしくはＳ（Ｏ）2である）
である、式Ｉの化合物のための、式ＶＩＩａの化合物と、
【化１３】

（式中、Ｑxは－［Ｃ1～4アルキレン］0～1－Ｃ（Ｏ）ＯＲ4'もしくは－Ｓ（Ｏ）2－ＬＧ
2であり、Ｒ4'はＨもしくはＣ1～4アルキル基であり、Ｒ1A～Ｒ1E、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ5a、Ｌ
およびＸ1～Ｘ3は請求項１～６のいずれか一項で定義した通りであり、ＬＧ2は上記の通
りである）
　式ＶＩＩｂ、ＶＩＩｃまたはＶＩＩｄの化合物との反応
　ＨＮＲ8－［Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－（ＣＨ2）0～1ＣＨ2－Ｚ］1～12－ＣＨ2（ＣＨ2）0

～1ＣＨ2－Ｒ6a1　　　ＶＩＩｂ
　ＨＮＲ8－Ｃ（Ｒ6c）（Ｒ6d）－［Ｃ1～5アルキレン］－Ｒ6a1または　　　ＶＩＩｃ
　ＨＮＲ8－［Ｃ1～4アルキレン］0～1－Ｈｅｔ3　　　ＶＩＩｄ
（式中、Ｃ1～5アルキレン基およびＨｅｔ3基は請求項１に記載の通り置換されていても
よく、Ｒ6a1は、ＣＯ2Ｈが保護された形態で存在すること以外はＲ6aと同じ定義であり、
Ｒ6a、Ｒ6c、Ｒ6d、Ｒ8およびＨｅｔ3は請求項１～６のいずれか一項で定義した通りであ
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る）；
（ｇ）Ｒ4が－Ｓ（Ｏ）2－Ｎ（Ｒ7b）Ｒ7cである式Ｉの化合物のための、Ｑxが－Ｓ（Ｏ
）2－ＬＧ2である上記定義の式ＶＩＩａの化合物とＲ7bおよびＲ7cが請求項１で定義した
通りである式ＨＮ（Ｒ7b）Ｒ7cの化合物との反応；
（ｈ）Ｒ1が－Ｃ（Ｏ）ＮＲXＲYである式Ｉの化合物のための、式ＶＩＩｅの化合物
【化１４】

（式中、Ｒ1A、Ｒ1C、Ｒ1D、Ｒ1E、Ｒ2～Ｒ4、Ｒ5a、ＬおよびＸ1～Ｘ3は請求項１～６の
いずれか一項で定義した通りであり、ＲX'はＨもしくはＣ1～4アルキルである）
と式ＶＩＩｆの化合物
【化１５】

（式中、ＲXおよびＲYは、請求項１～６のいずれか一項で定義した通りである）
の反応；
（ｉ）Ｒ1Aは、Ｃ1～6アルコキシ、Ｃ1～6アルキル、Ｃ2～6アルケニル、またはＣ2～6ア
ルキニルであり、これらＣ1～6アルコキシ、Ｃ1～6アルキル、Ｃ2～6アルケニル、または
Ｃ2～6アルキニルは－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2で置換されており、Ｃ1～2アルキル、ハロ、
ヒドロキシ、およびＣ1～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基でさらに置換され
ていてもよく、
　ＲXおよび／またはＲX1は、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2で置換されているＣ1～6アルキルで
あり、ハロ、ヒドロキシおよびＣ1～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基でさら
に置換されていてもよく、
　ＲY、ＲY1および／またはＲY2は、独立して、Ｃ1～6アルキル、Ｃ3～7シクロアルキル
、フェニル、ベンジル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2であり、これらＣ1～6アルキル、Ｃ3～7シ
クロアルキル、フェニル、ベンジル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2は、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2

で置換されており、Ｃ1～2アルキル、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ1～2アルコキシ、Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｈ、Ｃ（Ｏ）Ｏ－（Ｃ1～4アルキル）および－Ｎ（Ｒa）（Ｒb）から選択される１つ以上
の置換基でさらに置換されていてもよく、Ｈｅｔ2基は１つ以上のオキソ基でさらに置換
されていてもよく；
　Ｒ1Dは、Ｃ2～7アルキル、Ｃ2～7アルケニル、Ｃ2～7アルキニル、Ｃ3～7シクロアルキ
ル、フェニル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2であり、これらＣ2～7アルキル、Ｃ2～7アルケニル
、Ｃ2～7アルキニル、Ｃ3～7シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2は－ＯＰ
（Ｏ）（ＯＨ）2で置換されており、Ｃ1～2アルキル、ハロ、シアノ、ヒドロキシおよび
Ｃ1～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基でさらに置換されていてもよく；
　Ｒ4は、－ＣＨ2ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2であり、
　Ｒ6bは、Ｃ1～8アルキル、Ｃ3～8シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1もしくはＨｅｔ2

であり、これらＣ1～8アルキル、Ｃ3～8シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1もしくはＨ
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ｅｔ2は、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2で置換されており、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ1～3アルキル
、Ｃ1～3アルコキシ、－Ｃ1～3アルキレン－Ｒ6eおよびＣＯ2Ｈから選択される１つ以上
の置換基でさらに置換されていてもよく；
　Ｒ6eは、－ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）2であるか、または
　Ｒ7aは、Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）2である、
　式Ｉの化合物のための、
　それぞれ式Ｉのに対応する化合物であって、
　Ｒ1Aは、Ｃ1～6アルコキシ、Ｃ1～6アルキル、Ｃ2～6アルケニル、Ｃ2～6アルキニルで
あり、これらＣ1～6アルコキシ、Ｃ1～6アルキル、Ｃ2～6アルケニル、Ｃ2～6アルキニル
はヒドロキシで置換されており、Ｃ1～2アルキル、ハロ、ヒドロキシ、およびＣ1～2アル
コキシから選択される１つ以上の置換基でさらに置換されていてもよく、
　ＲXおよび／またはＲX1は、ヒドロキシで置換されており、ハロ、ヒドロキシおよびＣ1

～2アルコキシから選択される１つ以上の置換基でさらに置換されていてもよいＣ1～6ア
ルキルであり；
　ＲY、ＲY1および／またはＲY2は、独立して、Ｃ1～6アルキル、Ｃ3～7シクロアルキル
、フェニル、ベンジル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2であり、これらＣ1～6アルキル、Ｃ3～7シ
クロアルキル、フェニル、ベンジル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2は、ヒドロキシで置換されて
おり、Ｃ1～2アルキル、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ1～2アルコキシ、Ｃ（Ｏ）ＯＨ、Ｃ（Ｏ）
Ｏ－（Ｃ1～4アルキル）および－Ｎ（Ｒa）（Ｒb）から選択される１つ以上の置換基でさ
らに置換されていてもよく、Ｈｅｔ2基は１つ以上のオキソ基でさらに置換されていても
よく；
　Ｒ1Dは、Ｃ2～7アルキル、Ｃ2～7アルケニル、Ｃ2～7アルキニル、Ｃ3～7シクロアルキ
ル、フェニル、Ｈｅｔ1またはＨｅｔ2であり、これらはヒドロキシで置換されており、Ｃ

1～2アルキル、ハロ、シアノ、ヒドロキシおよびＣ1～2アルコキシから選択される１つ以
上の置換基でさらに置換されていてもよく；
　Ｒ4は、－ＣＨ2ＯＨであり、
　Ｒ6bは、Ｃ1～8アルキル、Ｃ3～8シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1もしくはＨｅｔ2

であり、これらＣ1～8アルキル、Ｃ3～8シクロアルキル、フェニル、Ｈｅｔ1もしくはＨ
ｅｔ2は、ヒドロキシで置換されており、ハロ、ヒドロキシ、Ｃ1～3アルキル、Ｃ1～3ア
ルコキシ、－Ｃ1～3アルキレン－Ｒ6eおよびＣＯ2Ｈから選択される１つ以上の置換基で
さらに置換されていてもよく；
　Ｒ6eは、ヒドロキシであり、または
　Ｒ7aは、Ｈである、
　前記化合物上のヒドロキシ基と、　ジ－ｔｅｒｔ－ブチルもしくはジベンジル－ジ（Ｃ

1～4アルキル）ホスホラミダイトとを反応であって、次いで、酸化剤と反応させ、ｔｅｒ
ｔ－ブチルもしくはベンジル保護基を除去する；または
（ｊ）Ｏ原子もしくはＮ原子上に保護基を有する、式Ｉの化合物の保護誘導体の脱保護反
応、
を含む、前記方法。
【請求項１５】
　（ａ）Ｚ2が請求項１４で定義された式Ｖの構造フラグメントである、請求項１４に記
載の前記式ＩＩＩの化合物、もしくは請求項１４に記載の前記式ＩＩＩの化合物の塩もし
くは保護誘導体；
（式中、Ｒ5aおよびＲ5bのうち１つは、独立して、ハロ、メチル、エチル、－Ｎ（ＣＨ3

）2、ヒドロキシ、ジフルオロメトキシまたはトリフルオロメトキシであり、Ｒ5aおよび
Ｒ5bのうち他方は、独立して、Ｈ、メチルまたはメトキシであり、
前記保護誘導体は、
（ｉ）式ＩＩＩのＮＨ2基のＨ原子が以下のものに置換されている化合物が挙げられる：
　Ｒ'－Ｃ（Ｏ）－（Ｒ'はＨ、Ｃ1～8アルキル、フェニルまたはベンジルであり、これら
フェニルまたはベンジルは必要に応じてハロ、ヒドロキシ、メチルおよびメトキシから選
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択される１つ以上の基で置換されていてもよい）、または
　Ｒ''－Ｃ（Ｏ）－（Ｒ''はｔｅｒｔ－ブチル、フェニル、ベンジルまたはフルオレニル
であり、これらフェニル、ベンジルまたはフルオレニルは必要に応じてハロ、ヒドロキシ
、メチルおよびメトキシから選択される１つ以上の基で置換されていてもよい）；および
／または
（ｉｉ）Ｒ4が－ＣＯ2Ｈである式ＩＩＩの化合物において、－ＣＯ2Ｈ部分がＣ1～8アル
キルエステルとして保護されている；）
または
　（ｂ）Ｑxが－［Ｃ1～4アルキレン］0～1－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ1～4アルキル、またである
、請求項１４に記載の式ＶＩＩａの化合物、もしくは請求項１４に記載の前記式ＶＩＩａ
の化合物の塩；である化合物。
【請求項１６】
化合物が、４－（（４－（（４－（３－（５－（ｔｅｒｔ－ブチル）－２－メトキシ－３
－（メチルスルホンアミド）フェニル）ウレイド）ナフタレン－１－イル）オキシ）ピリ
ジン－２－イル）アミノ）－２－メトキシ安息香酸メチルである、請求項１５に記載の式
ＶＩＩａの化合物、もしくはその塩。
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